








切迫流産が,胎児発育に対してRisk Factorの一つとなるであろうことは容易に推側される

が,その詳細については未だ不明の点が多い。 

我々は高速液体クロマトグラフィーを応用し,血中 C19～21 活性ステロイドの測定糸を開

発したが,これを用いて切迫流産患者の内分泌環境を検討している。今回,切迫流産を経験

し,以後妊娠を継続,分娩に到った症例 55 例を対象に,正常な妊娠経過で分娩に到った 638

例をコントロールとして検討した成績について報告する。 


